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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　リーン燃焼可能なエンジンと、電動機と、遊星歯車を有する動力分配機構と、を備え、
前記動力分配機構の第１回転要素は前記エンジンに連結され、前記動力分配機構の第２回
転要素は前記電動機に連結され、前記動力分配機構の第３回転要素は駆動輪に連結された
ハイブリッド車両の車両制御装置であって、
　前記エンジンに係る空燃比及び前記ハイブリッド車両の変速機に係るシフトポジション
に応じて、前記電動機の上限回転数を設定すると共に、前記エンジンに係る出力変化が大
きいほど、前記設定された上限回転数が低くなるように、及び、前記エンジンに係る空燃
比変化が大きいほど、前記設定された上限回転数が低くなるように、前記設定された上限
回転数を補正する変更手段を備える
　ことを特徴とする車両制御装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、ハイブリッド車両の車両制御装置に関し、特に、リーン燃焼可能なエンジン
を搭載するハイブリッド車両の車両制御装置の技術分野に関する。
【背景技術】
【０００２】
　この種の装置として、例えば、エンジンの出力軸にトルクを伝達可能に連結されたモー



(2) JP 6167922 B2 2017.7.26

10

20

30

40

50

タ・ジェネレータに印加される電圧値の上限値を設定し、該設定された電圧値の上限値に
応じて、モータ・ジェネレータの出力軸回転数の上限値が設定し、出力軸回転数が該上限
値より小さくなるようにモータ・ジェネレータを制御する装置が提案されている（特許文
献１参照）。
【０００３】
　尚、ハイブリッド車両において、変速機の変速段の変速が行われている際に、エンジン
の回転数の変動レートを、変速段の変速が行われていないときのレート値よりも小さなレ
ート値に設定して、エンジンの上限回転数を設定する装置が提案されている（特許文献２
参照）。
【０００４】
　また、ハイブリッド車両において、エンジンのリーンリミット運転近傍におけるトルク
の増減を、エンジン回転数の増減とモータ・ジェネレータの回転数の減増とにより相殺す
る技術が提案されている（特許文献３参照）。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】特開２００９－０１２６７９号公報
【特許文献２】特開２００７－２３７９２３号公報
【特許文献３】特開２００６－０９０１３８号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　エンジンがリーン燃焼可能である場合、上述の特許文献１に記載の技術のような制御方
法では、エンジントルクの変動が比較的大きいリーン燃焼が実施されている際に、モータ
・ジェネレータが上限回転数を超える可能性があるという技術的問題点がある。特許文献
２及び３に記載の技術では、この問題点を解決することは困難である。
【０００７】
　本発明は、例えば上記問題点に鑑みてなされたものであり、ハイブリッド車両において
、モータ・ジェネレータの過回転を抑制することができる車両制御装置を提供することを
課題とする。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　本発明の車両制御装置は、上記課題を解決するために、リーン燃焼可能なエンジンと、
電動機と、遊星歯車を有する動力分配機構と、を備え、前記動力分配機構の第１回転要素
は前記エンジンに連結され、前記動力分配機構の第２回転要素は前記電動機に連結され、
前記動力分配機構の第３回転要素は駆動輪に連結されたハイブリッド車両の車両制御装置
であって、前記エンジンに係る空燃比及び前記ハイブリッド車両の変速機に係るシフトポ
ジションに応じて、前記電動機の上限回転数を設定すると共に、前記エンジンに係る出力
変化が大きいほど、前記設定された上限回転数が低くなるように、及び、前記エンジンに
係る空燃比変化が大きいほど、前記設定された上限回転数が低くなるように、前記設定さ
れた上限回転数を補正する変更手段を備える。
【０００９】
　本発明の車両制御装置によれば、当該車両制御装置はハイブリッド車両に搭載される。
ハイブリッド車両は、リーン燃焼可能なエンジンと、電動機と、遊星歯車を有する動力分
配機構とを備えている。動力分配機構の、第１回転要素はエンジンに連結され、第２回転
要素は電動機に連結され、第３回転要素は駆動輪に連結される。
【００１０】
　例えばメモリ、プロセッサ等を備えてなる変更手段は、エンジンに係る空燃比及びハイ
ブリッド車両の変速機に係るシフトポジションに応じて、電動機の上限回転数を設定する
と共に、エンジンに係る出力変化が大きいほど、設定された上限回転数が低くなるように
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、及び、エンジンに係る空燃比変化が大きいほど、設定された上限回転数が低くなるよう
に、設定された上限回転数を補正する。
【００１１】
　本願発明者の研究によれば、以下の事項が判明している。即ち、例えばリーン燃焼時等
の空燃比に起因してエンジンの出力変動が大きい場合や、例えば変速時等のエンジンの過
渡時には、電動機の回転数が過回転となる可能性がある。
【００１２】
　そこで本発明では、上述の如く、変更手段により電動機の上限回転数が制御される。こ
のように構成すれば、エンジンの運転状態に応じた電動機の上限回転数を設定することが
できるので、該電動機が過回転となることを抑制することができる。
【００１４】
　本発明に係る車両制御装置は、更に、ハイブリッド車両の後進登坂時に、エンジンに係
る空燃比が変化しないように該エンジンを制御してもよい。或いは、車両制御装置は、ハ
イブリッド車両の変速機の変速時に、エンジンに係る空燃比が変化しないように該エンジ
ンを制御してもよい。
【００１５】
　本発明の作用及び他の利得は次に説明する実施するための形態から明らかにされる。
【図面の簡単な説明】
【００１６】
【図１】実施形態に係るハイブリッド車両の構成を示す概念図である。
【図２】横軸をエンジン回転数、縦軸をエンジントルクとした場合のエンジンの動作線の
一例を示す図である。
【図３】エンジンに係る空燃比とモータ・ジェネレータの上限回転数との関係を規定する
マップの一例である。
【図４】エンジンに係る出力変化量とモータ・ジェネレータの上限回転数の補正量との関
係を規定するマップの一例である。
【図５】エンジンに係る空燃比変化量とモータ・ジェネレータの上限回転数の補正量との
関係を規定するマップの一例である。
【図６】実施形態に係る車両制御処理を示すフローチャートである。
【発明を実施するための形態】
【００１７】
　本発明の車両制御装置に係る実施形態を図面に基づいて説明する。
【００１８】
　（ハイブリッド車両の構成）
　先ず、実施形態に係るハイブリッド車両の構成を、図１を参照して説明する。図１は、
実施形態に係るハイブリッド車両の構成を示す概念図である。
【００１９】
　図１において、ハイブリッド車両１は、エンジン１０と、該エンジン１０に動力分配機
構１４を介して夫々接続されているモータ・ジェネレータＭＧ１及びＭＧ２とを備えてい
る。モータ・ジェネレータＭＧ１は、主に、エンジン１０の制御及び発電に用いられる。
他方、モータ・ジェネレータＭＧ２は、主に、ハイブリッド車両１の駆動及び回生ブレー
キに用いられる。
【００２０】
　動力分配機構１４は、遊星歯車機構を含んで構成されている。エンジン１０のクランク
軸は、遊星歯車機構のキャリアに接続されている。モータ・ジェネレータＭＧ１の回転軸
は、遊星歯車機構のサンギヤに接続されている。モータ・ジェネレータＭＧ２の回転軸は
、遊星歯車機構のリングギヤの回転動力が出力される出力軸に接続されている。
【００２１】
　動力分配機構１４、モータ・ジェネレータＭＧ１及びモータ・ジェネレータＭＧ２によ
り、無断変速部が構成されている。ハイブリッド車両１は、更に、この無段変速部と駆動
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輪（図示せず）との間の動力伝達路に配置され、該無段変速部の出力軸を介して直列に連
結された有段変速部１５を備えている。有段変速部１５には、公知の各種態様を適用可能
であるので、その詳細についての説明は割愛する。また、無段変速部及び有段変速部１５
各々の制御方法についても、公知の各種態様を適用可能であるので、その詳細についての
説明は割愛する。
【００２２】
　尚、エンジン１０、モータ・ジェネレータＭＧ１、モータ・ジェネレータＭＧ２、動力
分配機構１４及び有段変速部１５は、実際には同軸上に配置されているが、図１では、説
明の便宜のためエンジン１０等が同軸上には配置されていない。
【００２３】
　エンジン１０には、吸気通路１１及び排気通路１２が接続されている。吸気通路１１に
は、エアフローメータ２１、吸気絞り弁２２、ターボチャージャ２３のコンプレッサ２３
ｃ及びインタークーラ２４が設けられている。排気通路１２には、ターボチャージャ２３
のタービン２３ｔ、スタートコンバータ２５及び後処理装置２６が設けられている。
【００２４】
　エンジン１０には、更に、排気通路１２内を流れる排気の一部を低圧で吸気通路１１へ
再循環させる低圧ＥＧＲ装置が設けられている。該低圧ＥＧＲ装置は、排気通路１２にお
けるスタートコンバータ２５の下流側且つ後処理装置２６の上流側と、吸気通路１１にお
ける吸気絞り弁２２の下流側且つコンプレッサ２３ｃの上流側と、を連通する低圧ＥＧＲ
通路１３を備えている。該低圧ＥＧＲ通路１３には、ＥＧＲクーラ１７及びＥＧＲ弁２８
が設けられている。
【００２５】
　ハイブリッド車両１は、更に、エンジン１０を制御するエンジンＥＣＵ（Ｅｌｅｃｔｒ
ｏｎｉｃ　Ｃｏｎｔｒｏｌ　Ｕｎｉｔ：電子制御ユニット）３２と、モータ・ジェネレー
タＭＧ１及びＭＧ２を夫々制御するＭＧＥＣＵ３３と、ハイブリッド車両１に設けられた
各種センサの出力等に基づいて、エンジンＥＣＵ３２及びＭＧＥＣＵ３３を統括制御する
ＨＶＥＣＵ３１と、を備えている。
【００２６】
　尚、実施形態に係る「モータ・ジェネレータＭＧ１」、「キャリア」、「サンギヤ」及
び「リングギヤ」は、夫々、本発明に係る「電動機」、「第１回転要素」、「第２回転要
素」及び「第３回転要素」の一例である。
【００２７】
　（エンジンの運転）
　次に、エンジン１０の運転について、図２を参照して説明する。図２は、横軸をエンジ
ン回転数、縦軸をエンジントルクとした場合のエンジンの動作線の一例を示す図である。
【００２８】
　実施形態に係るエンジン１０は、図２に示すように、該エンジン１０に要求されるパワ
ー（以降、適宜“エンジン要求パワー”と称する）に応じて、様々な燃焼モードを採る。
そして、エンジンＥＣＵ３２は、基本的には、エンジン要求パワーに応じて、エンジン１
０の運転点が、例えば燃費最適線である動作線（実線参照）に沿って遷移するようにエン
ジン１０を制御する。このように構成すれば、燃費の向上を図ることができ、実用上非常
に有利である。
【００２９】
　ここで、エンジン１０の燃焼モードの切り替え方法には、公知の各種態様を適用可能で
あるので、その詳細についての説明は割愛する。
【００３０】
　尚、図２（ａ）において、「ＮＡストイキ」、「ＮＡリーン」、「過給リーン」及び「
過給ストイキ」は、夫々、「無過給ストイキ燃焼モード」、「無過給リーン燃焼モード」
、「過給リーン燃焼モード」及び「過給ストイキ燃焼モード」を意味する。また、図２に
おける破線は、等パワー曲線を示している。
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【００３１】
　（車両制御処理）
　次に、上述の如く構成されたハイブリッド車両１における車両制御処理について、図３
乃至図６を参照して説明する。
【００３２】
　実施形態に係るＨＶＥＣＵ３１の、例えばメモリ（図示せず）には、エンジン１０に係
る空燃比とモータ・ジェネレータＭＧ１の上限回転数との関係を規定するマップ（図３参
照）、エンジン１０に係る出力変化量とモータ・ジェネレータＭＧ１の上限回転数の補正
量との関係を規定するマップ（図４参照）、及びエンジン１０に係る空燃比変化量とモー
タ・ジェネレータＭＧ１の上限回転数の補正量との関係を規定するマップ（図５参照）が
、予め格納されている。
【００３３】
　図６のフローチャートにおいて、先ず、ＨＶＥＣＵ３１は、ハイブリッド車両１の変速
段が「リバースポジション」であるか否かを判定する（ステップＳ１０１）。「リバース
ポジション」であると判定された場合（ステップＳ１０１：Ｙｅｓ）、ＨＶＥＣＵ３１は
、例えば傾斜角センサ、又は重力加速度センサ及び加速度センサ、等の出力に基づき、ハ
イブリッド車両１が一定勾配以上の勾配路をバックで登っているか否かを判定する（ステ
ップＳ１０２）。
【００３４】
　登坂していると判定された場合（ステップＳ１０２：Ｙｅｓ）、ＨＶＥＣＵ３１は、エ
ンジン１０の燃焼モードを切り換えないようにエンジンＥＣＵ３２に指示をする（ステッ
プＳ１０３）。次に、ＨＶＥＣＵ３１は、エンジン１０の空燃比と、空燃比とモータ・ジ
ェネレータＭＧ１の上限回転数との関係を規定するマップ（図３“リバース”に対応する
実線参照）と、に基づいて、モータ・ジェネレータＭＧ１の上限回転数を設定する（ステ
ップＳ１０５）。
【００３５】
　続いて、ＨＶＥＣＵ３１は、エンジン１０の出力変化量と、出力変化量とモータ・ジェ
ネレータＭＧ１の上限回転数の補正量との関係を規定するマップ（図４参照）と、に基づ
いて、設定されたモータ・ジェネレータＭＧ１の上限回転数を補正する（ステップＳ１０
６）。
【００３６】
　ステップＳ１０６の処理と相前後して、ＨＶＥＣＵ３１は、エンジン１０の空燃比変化
量と、空燃比変化量とモータ・ジェネレータＭＧ１の上限回転数の補正量との関係を規定
するマップ（図５参照）と、に基づいて、設定されたモータ・ジェネレータＭＧ１の上限
回転数を補正する（ステップＳ１０７）。その後、ＨＶＥＣＵ３１は、補正されたモータ
・ジェネレータＭＧ１の上限回転数を、ＭＧＥＣＵ３３に指示して、処理をリターンする
。
【００３７】
　上記ステップＳ１０２の処理において、登坂していないと判定された場合（ステップＳ
１０２：Ｎｏ）、ＨＶＥＣＵ３１は、エンジン１０の運転点が最適動作線（図２参照）に
沿って遷移しつつ、適宜燃焼モードを切り換えるようにエンジンＥＣＵ３２に指示する（
ステップＳ１０４）。次に、ＨＶＥＣＵ３１は、ステップＳ１０５の処理を実施する。
【００３８】
　上記ステップＳ１０１において、「リバースポジション」でないと判定された場合（ス
テップＳ１０１：Ｎｏ）、ＨＶＥＣＵ３１は、変速中であるか否かを判定する（ステップ
Ｓ１０８）。変速中であると判定された場合（ステップＳ１０８：Ｙｅｓ）、エンジン１
０の燃焼モードを切り換えないようにエンジンＥＣＵ３２に指示をする（ステップＳ１０
９）。次に、ＨＶＥＣＵ３１は、エンジン１０の空燃比と、空燃比とモータ・ジェネレー
タＭＧ１の上限回転数との関係を規定するマップ（図３“前進”に対応する実線参照）と
、に基づいて、モータ・ジェネレータＭＧ１の上限回転数を設定する（ステップＳ１１１
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【００３９】
　続いて、ＨＶＥＣＵ３１は、エンジン１０の出力変化量と、出力変化量とモータ・ジェ
ネレータＭＧ１の上限回転数の補正量との関係を規定するマップ（図４参照）と、に基づ
いて、設定されたモータ・ジェネレータＭＧ１の上限回転数を補正する（ステップＳ１１
２）。
【００４０】
　ステップＳ１０６の処理と相前後して、ＨＶＥＣＵ３１は、エンジン１０の空燃比変化
量と、空燃比変化量とモータ・ジェネレータＭＧ１の上限回転数の補正量との関係を規定
するマップ（図５参照）と、に基づいて、設定されたモータ・ジェネレータＭＧ１の上限
回転数を補正する（ステップＳ１１３）。その後、ＨＶＥＣＵ３１は、補正されたモータ
・ジェネレータＭＧ１の上限回転数を、ＭＧＥＣＵ３３に指示して、処理をリターンする
。
【００４１】
　上記ステップＳ１０８の処理において、変速中でないと判定された場合（ステップＳ１
０８：Ｎｏ）、ＨＶＥＣＵ３１は、ＨＶＥＣＵ３１は、エンジン１０の運転点が最適動作
線（図２参照）に沿って遷移しつつ、適宜燃焼モードを切り換えるようにエンジンＥＣＵ
３２に指示する（ステップＳ１１０）。次に、ＨＶＥＣＵ３１は、ステップＳ１１１の処
理を実施する。
【００４２】
　尚、エンジン１０の出力変化量に応じたモータ・ジェネレータＭＧ１の上限回転数の補
正量（図４参照）、及び、エンジン１０の空燃比変化量に応じたモータ・ジェネレータＭ
Ｇ１の上限回転数の補正量（図５参照）は、エンジン１０の空燃比に応じて変化されても
よい。
【００４３】
　実施形態に係る「ＨＶＥＣＵ３１」、「エンジンＥＣＵ３２」及び「ＭＧＥＣＵ３３」
は、本発明に係る「車両制御装置」及び「変更手段」の一例である。
【００４４】
　実施形態に係る動力分配機構１４には、３つの回転要素を有する機構に限らず、例えば
複数組の差動機構（例えば、複数組の遊星歯車機構）を有し、互いに差動作用を生じる４
つの回転要素を有する機構等の他の構成も適用可能である。
【００４５】
　本発明は、上述した実施形態に限られるものではなく、特許請求の範囲及び明細書全体
から読み取れる発明の要旨或いは思想に反しない範囲で適宜変更可能であり、そのような
変更を伴う車両制御装置もまた本発明の技術的範囲に含まれるものである。
【符号の説明】
【００４６】
　１…ハイブリッド車両、１０…エンジン、１１…吸気通路、１２…排気通路、１３…低
圧ＥＧＲ通路、１４…動力分配機構、１５…有段変速部、３１…ＨＶＥＣＵ、３２…エン
ジンＥＣＵ、３３…ＭＧＥＣＵ、ＭＧ１、ＭＧ２…モータ・ジェネレータ



(7) JP 6167922 B2 2017.7.26

【図１】 【図２】

【図３】

【図４】

【図５】

【図６】



(8) JP 6167922 B2 2017.7.26

10

20

30

フロントページの続き

(51)Int.Cl.                             ＦＩ                                                        
   Ｂ６０Ｌ  11/14     (2006.01)           Ｂ６０Ｌ   11/14     　　　　        　　　　　

(72)発明者  今村　達也
            愛知県豊田市トヨタ町１番地　トヨタ自動車株式会社内
(72)発明者  田端　淳
            愛知県豊田市トヨタ町１番地　トヨタ自動車株式会社内
(72)発明者  菅野　善仁
            愛知県豊田市トヨタ町１番地　トヨタ自動車株式会社内
(72)発明者  山本　雅哉
            愛知県豊田市トヨタ町１番地　トヨタ自動車株式会社内

    審査官  有賀　信

(56)参考文献  特開２００９－０４０４１０（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開２００８－２０１１８１（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開２００６－２１９１１８（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開２００８－１４９７４２（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開２０１１－２１９０２５（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開２０１０－１１６０３２（ＪＰ，Ａ）　　　

(58)調査した分野(Int.Cl.，ＤＢ名)
              Ｂ６０Ｋ　　　６／２０─　６／５４７
              Ｂ６０Ｗ　　１０／００─５０／１６
              Ｂ６０Ｌ　　　１／００─　３／１２
              Ｂ６０Ｌ　　　７／００─１３／００
              Ｂ６０Ｌ　　１５／００─１５／４２
              Ｆ０２Ｄ　　４３／００―４５／００
              Ｆ０２Ｄ　　４１／００―４１／４０


	biblio-graphic-data
	claims
	description
	drawings
	overflow

